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東
日
本
大
震
災（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）

被
災
地
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援

　

平
成
23
年
３
月
11
日(
金)
、午
後

２
時
46
分
。三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．０
（
当
初
発
表

は
８
．８
）、
最
大
震
度
７（
宮
城
県
栗

原
市
で
観
測
）の
巨
大
地
震
が
発
生
。

　

そ
の
後
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
ま

で
の
広
い
範
囲
を
大
津
波
（
岩
手
県

宮
古
市
で
最
大
３
７
．９
ｍ
）が
襲
う
。

　

津
波
は
、
船
や
車
、
家
々
な
ど
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
押
し
流
し
、
ま
ち
を

ひ
と
の
み
に
。
福
島
第
一
原
発
の
事

故
に
も
つ
な
が
り
、
未
曾
有
の
大
災

害
と
な
っ
た
。

　

４
月
17
日
現
在
、
死
亡
１
３
、
８

０
２
人
、
行
方
不
明
１
４
、
１
２
９

人（
警
察
庁
ま
と
め
）

※

不
明
者
な
ど
の
集
計
が
で
き
て
い

な
い
自
治
体
も
あ
り
数
は
未
確
定
。

　

今
回
の
地
震
を
気
象
庁
は
３
月
12

日(

土)

、「
平
成
23（
２
０
１
１
）
年

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
と
命
名
。

そ
の
後
の
４
月
１
日(

金)

、
今
回

の
震
災
の
呼
び
名
を「
東
日
本
大
震

災
」
と
す
る
と
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

【
粕
屋
町
が
行
っ
て
い
る

被
災
地
へ
の
支
援
】

■
義
援
金
の
受
付

　

粕
屋
町
で
は
、
３
月
14
日(

月)

か
ら
４
月
15
日(

金)

ま
で
町
内
の

公
共
施
設
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会
を

通
じ
、
被
災
地
へ
送
金
さ
れ
ま
す
。

○
現
在
集
ま
っ
て
い
る
義
援
金
額

　

７
、
１
２
３
、
２
０
３
円（
４
月

15
日
現
在
）

　

な
お
、
現
在
も
多
く
の
方
が
義
援

金
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
粕
屋
町
役
場
の
み
引
き
続
き
平

日
の
開
庁
時
間
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

■
被
災
地
へ
町
か
ら
の
義
援
金

　

糟
屋
地
区
住
民
の
皆
さ
ま
の
応
援

と
支
援
の
気
持
ち
と
い
た
し
ま
し
て
、

糟
屋
地
区
１
市
７
町
に
よ
る
義
援
金

を
３
、
０
０
０
万
円
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
粕
屋
町
は
、
４
６
０
万

円
を
平
成
22
年
度
の
補
正
予
算
に
追

加
計
上
し
、
３
月
25
日(

金)

、
議
会

の
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
救
援
物
資
の
受
入

　

被
災
地
か
ら
の
要
請
に
よ
り
緊
急

募
集
を
し
ま
し
た
救
援
物
資
の
受
入

の
際
は
、
短
期
間
の
周
知
に
も
関
わ

ら
ず
多
く
の
皆
さ
ま
に
物
資
を
ご
提

供
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
福
岡
県
に
て
と
り
ま
と
め
、

自
衛
隊
機
で
被
災
地
へ
輸
送
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
粕
屋
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
便
宜
を
考
慮
し
、
緊
急
募
集

の
際
は
町
で
も
受
入
を
行
い
、
仕
分

け
梱
包
を
行
っ
た
状
態
で
、
集
積
場

所
で
あ
る
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
へ

搬
入
し
ま
し
た
。

○
粕
屋
町
役
場
緊
急
受
入
分

▽
３
月
15
日(

火)

〜
３
月
16
日（
水
）

紙
オ
ム
ツ（
小
児
用
・
大
人
用
）13

名
よ
り
72
袋

▽
３
月
19
日(

土)

〜
３
月
21
日（
月
）

飲
料
水
、
食
料
品
、
タ
オ
ル
、
毛
布
、

布
団　

１
５
８
の
個
人
・
団
体
よ

り
３
、
９
７
７
点

▽
３
月
26
日(

土)

〜
３
月
27
日（
日
）

食
料
品
、
菓
子
類
、
卓
上
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
・
ボ
ン
ベ
、
電
池
、
歯

ブ
ラ
シ
、
歯
み
が
き
粉　

34
の
個

人
・
団
体
よ
り
４
８
２
点

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
直
接
粕
屋
保
健

福
祉
事
務
所
な
ど
へ
搬
入
し
て
い
た

だ
い
た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

■
輸
血
用
献
血
支
援

　

震
災
後
、
東
北
地
方
で
は
輸
血
用

血
液
が
不
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
震
発
生
の
翌
日（
３

月
12
日（
土
））か
ら
直
ち
に
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
献
血
の
呼
び
か
け

■口座振り込みによる義援金も可能です

振込先金融機関口座一覧

下記の金融機関において、義援金の受付口座を開設しています。

振込手数料などについて
・各金融機関の本支店間での窓口振込による手数料は無料です。な
お、ＡＴＭでのお振込は有料となります。
・西日本シティ銀行のインターネットバンキングをご利用の方は、
同行の本支店間での振込手数料は無料です。
・口座振込による義援金の受付期間は平成23年3月22日から平成
24年3月16日までです。

西日本シティ銀行

粕屋農業協同組合

福岡銀行

粕屋支店

仲原支所

粕屋支店

普通口座

普通口座

普通口座

1731624

0084218

0562908

東北地方太平洋沖地震
粕屋町義援金

東北地方太平洋沖地震
粕屋町義援金

東北地方太平洋沖地震
粕屋町義援金

金融機関 店名 口座の種類 口座番号 口座名
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を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
輸
血
用
血
液
支
援
の
た
め
、

町
内
で
も
献
血
を
急
募
し
ま
し
た
。

▽
３
月
25
日(
金)　

粕
屋
町
健
康
セ

ン
タ
ー

※

こ
の
ほ
か
、
町
内
の
大
型
商
業
施

設
な
ど
で
も
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
献
血
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ま
の
長
期
的
な
ご
協
力
を
な
に

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
消
防
隊
の
派
遣

　

消
防
庁
長
官
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

粕
屋
南
部
消
防
組
合（
構
成
団
体
：

宇
美
町
・
篠
栗
町
・
志
免
町
・
須
恵
町
・

久
山
町
・
粕
屋
町
）
か
ら
、
３
月
14

日(

月)

か
ら
３
月
21
日(

月)

に
か

け
て
、
救
助
工
作
車
・
救
急
車
・
支

援
車
の
車
両
３
台
及
び
職
員
９
名
を

「
緊
急
消
防
援
助
隊
福
岡
県
隊
」
の
一

員
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

▽
３
月
14
日(

月)

〜
３
月
21
日(

月)

第
１
次
派
遣
隊（
現
地
活
動
）
９
名

▽
３
月
21
日(

月)

〜
３
月
23
日(

水)

第
２
次
派
遣
隊（
帰
路
車
両
搬
送
）

６
名

　

被
災
地（
全
国
知
事
会
の
調
整
に

基
づ
き
、
福
岡
県
隊
は
宮
城
県
で
活

動
）
で
は
、
懸
命
な
救
出（
捜
索
）
活

動
や
救
急
活
動
な
ど
を
展
開
し
ま
し

た
。（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

■
役
場
職
員
の
派
遣

　

被
災
地
で
は
、
甚
大
な
被
害
と
と

も
に
庁
舎
及
び
職
員
の
被
災
も
重
な

り
行
政
職
員
の
人
手
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
行
政
職
員
の
応
援
要

請
が
あ
っ
て
お
り
、
粕
屋
町
か
ら
も

派
遣
を
行
う
予
定
で
す
。（
４
月
15

日
現
在
、
期
間
・
職
員
数
な
ど
未
定
）

■
公
営
住
宅
の
貸
出

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
時
避
難
と

し
て
、
全
国
の
自
治
体
で
公
営
住
宅

な
ど
の
貸
出
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
粕
屋
町
で
は
、

町
営
住
宅
が
す
べ
て
満
室
の
た
め
、

貸
し
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

近
隣
町
に
一
時
避
難
さ

れ
た
世
帯
に
対
し
、
相

談
に
応
じ
生
活
用
品
な

ど
の
提
供
を
行
い
ま
し

た
。

■「
緊
急
消
防
援
助
隊

福
岡
県
隊
」
の
一
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
粕
屋

南
部
消
防
派
遣
隊
の
百

田
修
一
隊
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た

一
人
で
も
多
く
の
生
存

者
発
見
・
救
出
を

　
『
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
３
月

14
日(

月)

に
福
岡
を
出
発
。
少
し

で
も
早
く
被
災
地
に
到
着
し
活
動
し

た
い
と
い
う
思
い
と
は
裏
腹
に
、
思

う
よ
う
に
車
で
先
へ
進
め
ず
、
も
ど

か
し
い
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
な
か
、
３
日
間
か
け
て

よ
う
や
く
被
災
地
に
到
着
し
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
報
道
で
の
映
像
な
ど
で

被
害
状
況
は
見
て
い
ま
し
た
が
、

被
災
地
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に

し
、
改
め
て
地
震
と
津
波
の
被
害

の
す
ご
さ
に
驚
き
ま
し
た
し
、
茫

然
と
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
隊
は
、
宮
城
県
山
元

町
で
３
日
間
、
救
出
・
救
急
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
絶
望
的
な
現
場
の
中

で
、
私
た
ち
隊
員
一
同
、
一
人
で
も

多
く
の
生
存
者
を
一
刻
も
早
く
救
出

し
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
に
あ
た

り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
生
存
者
救

出
は「
０
」
で
し
た
が
、
数
体
の
ご
遺

体
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。』

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

　
『
全
国
の
皆
さ
ん
は
今
、「
支
援
」

と
い
う
気
持
ち
で
様
々
な
行
動
を
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

決
し
て
人
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
、
自
分
自
身
に
置
き
換

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
、
自
分
に

何
が
で
き
る
か
、
常
日
頃
の
防
災
意

識
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
個
人
と
し
て
、

企
業
と
し
て
、
自
治
体
と
し
て
、
考

え
る
べ
き
。
考
え
方
自
体
を
変
え
な

い
と
い
け
な
い
。

救出（捜索）活動の様子　（写真提供：粕屋南部消防本部）

　

命
あ
っ
て
の
物
種
。
そ
れ
を
考
え

る
と
、
一
人
ひ
と
り
が
常
日
頃
か
ら
、

「
災
害
」「
防
災
」
に
対
し
て
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
の
場
合
、
最
終
的

に
は「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
こ
と
が
一
番
で
す
。』

　

震
災
に
対
す
る
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
々
情
報
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
広
報
紙
な
ど
で
は

迅
速
性
に
欠
け
る
た
め
、
粕
屋
町
及

び
福
岡
県
を
始
め
と
す
る
公
共
機
関

な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

夜
明
け
が
来
な
い
夜
は
な
い

　

春
が
来
な
い
冬
は
な
い

　
　

み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本

百田修一 隊長
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３
月
１
日
に
大
隈
区
の
八
尋
壽
鶴

代
さ
ん
が
、
同
月
５
日
に
は
長
者
原

上
区
の
鶴
田
ヤ
ソ
さ
ん
が
1
0
0
歳

の
誕
生
日
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
２
人
と
も
ご
家
族
、
介
護
職
員

さ
ん
の
お
世
話
の

も
と
、
施
設
で
元

気
に
暮
ら
し
て
お

い
で
で
す
。

　

１
０
０
歳
の
ご

長
寿
を
お
祝
い
し

て
、
篠
﨑
町
長
と

西
村
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
、
同
浦

元
副
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
を
訪
問
し
、

お
祝
い
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

八
尋
さ
ん
は
穏
や

か
な
表
情
で
対
応

さ
れ
、
施
設
で
の

陶
芸
教
室
を
大
変

楽
し
み
に
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
鶴
田
さ
ん
は
、

甘
い
物
と
歌
が
大
好
き
で
、
車
い
す

で
自
走
す
る
な
ど
、
大
変
お
元
気
。

お
祝
い
の
言
葉
に
何
度
も
お
礼
を
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。

　

３
月
17
日（
木
）、

駕
与
丁
公
園
内
の
ホ

タ
ル
観
察
施
設
で
、

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
放

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
粕
屋
町
で
自
然
の
大
切

さ
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
ホ
タ
ル
育
成
事

業
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
町
内
の
大
川
・
仲
原
・

西
・
中
央
保
育
所
の
４
・
５
歳
児
の

園
児
２
３
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

粕
屋
町
環
境
生
活
課
の
職
員
か
ら
、

ホ
タ
ル
の
一
生
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
園
児
た
ち
は
、
コ
ッ
プ
に

入
っ
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
約
１
、
０
０

０
匹
を「
き
も
ち
悪
い
」「
か
わ
い
い
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
水
路
に
放
ち

ま
し
た
。

　

５
月
に
な
っ
て
、
光
を
放
ち
な
が

ら
宙
を
舞
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
家

の
人
と
見
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。

　

町
内
の
保
育
所
園
児
た
ち
が

駕
与
丁
公
園
内
に

ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流

大隈区の
八尋壽鶴代さん

長者原上区の
鶴田ヤソさん

百歳
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給
食
セ
ン
タ
ー
で
３
月
23
日

（
水
）、
親
子
料
理
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
12
組
30
人
の
親
子

が
町
内
各
小
学
校
か
ら
参
加
。

　

調
理
を
前
に
宮
川
所
長
よ
り

「
料
理
を
い
つ
も
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
料
理
が
う
ま
く
な
り

ま
す
。
家
の
人
の
手
伝
い
を
進

ん
で
し
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
栄
養
士
や
調

理
員
が
そ
ば
に
つ
い
て
、
親
子

一
緒
に
仲
良
く
、
そ
し
て
手
際

よ
く
料
理
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の

は
、
い
も
ご
は
ん
、
鶏
肉
の
レ

モ
ン
が
け
、
み
そ
汁
、
フ
ル
ー

ツ
白
玉
の
４
品
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
白
玉
を
丸
め
る
の
が
難
し

か
っ
た
」「
ほ
か
の
学
校
の
人
や

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
料
理
を
作

れ
て
楽
し
か
っ
た
」「
家
で
は
あ

ま
り
料
理
し
な
い
け
ど
、
こ
れ

か
ら
は
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
み
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
料
理
を
始
め
、

家
の
人
の
お
手
伝
い
を
し
っ
か

り
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

３
月
25
日（
金
）、
町
立
大
川
保
育

所
で
、
町
立
と
し
て
は
最
後
の
卒
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
19
日（
土
）、
閉
園
式

が
行
わ
れ
、
園
児
や
保
護
者
・
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
が
出
席
し
て
、

長
年
親
し
ん
だ
園
舎
に
感
謝
と
別
れ

を
告
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
園
舎

で
の
出
発
を
誓
い
ま
し
た
。

　

町
立
大
川
保
育
所
は
、
昭
和
47
年

に
移
転
新
築
さ
れ
、
現
在
ま
で
の
38

年
間
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
所
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
園
の
園
児
は
社
会
福
祉

法
人
そ
う
わ
か
い

相
和
会
大
川
保
育
園
に
引
き
継

が
れ
、
敷
地
内
に
新
設
さ
れ
た
園
舎

で
保
育
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
子
ど
も
未
来
課

☎（
９
３
８
）
０
２
１
４（
課
直
通
）ありし日の大川保育所

大川保育所での最後の卒園証書渡し

　

仲
原
小
学
校
の
昭
和
21
年
卒
業
生
の
皆

さ
ん
が
、
粕
屋
町
の
町
木
で
あ
る「
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ
」
を
同
校
に
寄
贈
さ
れ
、
生
徒
た
ち

と
植
樹
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
皆
さ
ん（
約
70
名
の
卒
業
生

の
内
28
名
）
は
、
喜
寿
祝
い
を
記
念
し
、
お

世
話
に
な
っ
た
母
校
に
何
か
記
念
に
な
る

も
の
を
と
発
案
さ
れ
、
４
月
１
日（
金
）
の

増
築
校
舎
落
成
式
に
合
わ
せ
、
記
念
植
樹

式
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
が
喜
寿
を
記
念
し

仲
原
小
学
校
で
植
樹
式

給
食
セ
ン
タ
ー
で

　
　
親
子
料
理
教
室
を
開
催

町
立
大
川
保
育
所
が
閉
園
し
ま
し
た
。



6

平成23年度 役員名簿

本部分団

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第10分団

第11分団

第12分団

第13分団

白 久 喬史郎

八 尋 正 邦

斉 藤 文 吾

山 野 正 喜

長 　 正 次

井 上 賢 一

岡 田 孝 行

西 山 和 人

木 場 洋 介

伴 　 重 昭

斎 藤 孝 志

安河内 友 弥

安河内 康 一

井 上 陽 平

青 木 善 秀

因 　 哲 也

田 代 久 嗣

分団名

役職名 分 団 長

団 　長

副 団長

氏 　 名

平
成
23
年
度 

粕
屋
町
消
防
団
入
退
団
式

有
事
に
即
応
で
き
る
体
制
を
作
っ
て

い
だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
代
副
団
長
以
下
22
名
の

新
入
団
員
が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
４
分

団
の
吉
田
有
作
さ
ん
が
、「
粕
屋
町

消
防
団
の
伝
統
を
け
が
す
こ
と
な
く

消
防
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
長
い
間
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、

新
入
団
員
の
皆
さ
ん
、
先
輩
方
に
負

け
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
３
日（
日
）、
粕
屋
中
央
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、「
平
成

23
年
度
粕
屋
町
消
防
団
入
退
団
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
多
年
に
わ
た
り
火
災
な

ど
の
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
守
っ
て
き
た
杉
野
副
団

長
を
は
じ
め
14
名
の
団
員
が
退
団
さ

れ
ま
し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
、
杉
野
副
団

長
か
ら
、「
今
回
の
大
震
災
を
通
じ
て
、

地
域
力
、
特
に
地
域
の
消
防
力
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。
青
木
団
長
指
揮
の
も
と
、

新副団長 
田代 久嗣氏

退団者を代表して
あいさつされる
杉野公彦 前副団長

新入団員の辞令交付

東日本大震災の犠牲者に黙とうを
ささげる消防団員の皆さん

　消防団は、「自らの地域は自
ら守る」という崇高な精神のも
と、火災や自然災害から地域
住民の生命・身体・財産を守
るため組織された団体です。
　現在、団員数190名（定数
213名）で、充足率89パーセ
ントです。
　消防団では、随時団員募集
を行っています。あなたも消
防団に入って、「自分たちの地
域は自分たちで守る」活動に参
加しませんか。
●問い合わせ　
　粕屋町協働のまちづくり課
　☎（９３８）０１７３（課直通）

団員募集

　

３
月
29
日（
火
）、
須
恵
町
の
ト
ヨ

タ
カ
ロ
ー
ラ
株
式
会
社
福
岡
総
合
セ

ン
タ
ー
U

-

C
A
R
部
の
方
々
が
役

場
を
訪
れ
、「
の
ぼ
り
旗
百
本
」
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
粕
屋
警
察
署
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
が
仲
介
役
と

な
っ
て
、
安
全
で
安
心
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
来
庁
さ
れ
た
井
上
直
喜
代

表
は「
こ
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
こ

と
で
地
域
住
民
の
方
々
に
防
犯
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
﨑
町
長
は「
地
域
の
皆
さ
ん
に

お
配
り
し
て
防
犯
の
啓
発
に
役
立
て

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
旗
は
、
４
月
の
後
半
に
各

行
政
区
へ
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、「
地
域
の
安
全
は
み

ん
な
の
力
で
」
を
地
域
や
行
政
、
警

察
署
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
の
ぼ
り
旗
１
０
０
本
寄
贈
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎ (９３８)０１７３（課直通）

　平成23年３月30日（水）に「飲酒運転撲滅町民

決起集会」がサンレイクかすやにおいて開催され

ました。

　集会では、主催である篠﨑町長や粕屋警察署　

船石署長、後援いただいた糟屋地区交通安全協会

田代会長のあいさつに続き、粕屋警察署交通管理

官　宮原警視の「飲酒運転事故の現状とアルコー

ル依存症について」の講演などがありました。また、進藤町議会議長よ

り、飲酒運転撲滅の決議がなされた3月議会の報告が行われ、百済支

部長による「粕屋町飲酒運転撲滅宣言」により閉会しました。

　昨年、福岡県下では、飲酒運転が原因の交通事故が337件で全国
最多（ワースト１）になっています。
　粕屋町では、２月９日（水）夜に粕屋町の町道で歩行中の高校生２人

が、飲酒運転の乗用車にはねられ死亡する痛ましい事故が発生したこ

とから、このような悲惨な事故を起こさないために、「糟屋地区飲酒運

転撲滅大会」や「酒類提供飲食店への飲酒運転撲滅協力要請行動」など

を実施しました。

　しかし、飲酒運転や飲酒ひき逃げなどで逮捕されるという事件が

今だに発生しています。

　　　飲酒運転をしても自分だけは大丈夫・・・
　　　ちょっと一杯、一杯だけだから・・・
と思う勝手でわがままな気持ちを捨て、

　飲酒運転は犯罪であるという意識や飲酒運転撲滅の強い決意
を持って、犠牲者を増やさないようにしましょう。

飲酒運転撲滅町民決起集会を開催飲酒運転撲滅町民決起集会を開催

※粕屋警察署管内交通事故発生状況（平成23年１月～２月末日・１市７町）※粕屋警察署管内交通事故発生状況（平成23年１月～２月末日・１市７町）

ストップ・
　ザ・飲酒運転

区分

発生数

前年対比

死者数

前年対比

傷者数

前年対比

古賀市 宇美市 篠栗町 志免町 須恵町 新宮町 久山町 粕屋町 合　計

69

+9

0

±0

86

+7

35

+9

0

±0

47

+16

35

+9

0

-1

47

+12

82

+13

0

-1

98

±0

19

-2

0

-1

27

+3

43

-5

1

+1

53

-8

10

-1

0

±0

14

-4

83

+2

2

+2

98

-6

376

+34

3

±0

470

+20

（統計資料・福岡県警察提供）

06年８月に東区で発生
した３児死亡事故は、
福岡高裁で懲役20年が
言い渡されています。
（平成23年４月現在
  上告中）
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●問い合わせ　年金ダイヤル………………………☎0570-05-1165
　　　　　　　東福岡年金事務所…………………☎651-7129
　　　　　　　粕屋町総合窓口課国保年金係……☎938-2311　内線442

　現在、年金事務所の窓口にご提出いただいております口座振替申出書や保険料還付請求書
などにつきましては、下記のとおり一括して受付することとなっています。窓口混雑暖和の
ため、郵送でのお届けにご協力願います。
　なお、これまでどおり年金事務所の窓口での受付も行っています。

年金事務所への
「国民年金」の届書など
郵送による受付場所について

年金事務所で受付を行っている届書など
（口座振替申出書、保険料還付請求書、事業
所を通さない第３号被保険者諸届）のご提出は
〒812－0011
　福岡市博多区博多駅前２ー10－19
　　　　　　　　　　　福岡ファッションビル２階
　日本年金機構福岡事務センター へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※郵送のみの受付となります。

電話での問い合わせについて

「ねんきん定期便」に関する問い合わせは

「ねんきん定期便専用ダイヤル」
☎0570-058-555（ナビダイヤル）
IP電話・PHSからは　☎03-6700-1144

一般的な年金相談に関する問い合わせは

「ねんきんダイヤル」 ☎0570-05-1165（ナビダイヤル）
IP電話・PHSからは　☎03-6700-1165

郵送又は市町村役場や年金事務所にご提出いただいた、
届書などの事務処理状況の確認は

日本年金機構
　福岡事務センター

 ☎ 411-3371
FAX451-1489

※通知書などがお手元に届いた後、その内容に対する問い合わせにつきましては、
　東福岡年金事務所にお尋ねください。
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光化学オキシダント（光化学スモッグ）にご注意ください。

平成23年度も光化学オキシダントの濃度が上昇する傾向があります。

　生後91日以上の犬は、生涯一度の登録と年1回の狂犬病予防注射が必要です。まだ登録をされていない方は、粕
屋町環境生活課に申請してください。また、4月に実施しました狂犬病予防集団注射を受けられていない方は最寄り
の動物病院にて接種してください。

光化学オキシダントとは

～犬を飼われている方へ～

　エコファミリーとは、「ふくおかエコライフ応援サイト」または、「ふくおかエコライフ応援book」（福岡県環境家計
簿）を参考に電気やガス、水道使用量の節減など省エネルギー・省資源に取り組んでいただく家庭です。
●応募対象　県内に在住する世帯
●参加方法　次のいずれかの方法でお申込ください。
　　　　　　（１）「ふくおかエコライフ応援サイト」を利用される方は、パソコン又は携帯サイトからお申し込みくださ

い。（http://www.ecofukuoka.jp/）
　　　　　　（２）「ふくおかエコライフ応援book」を利用される方は、粕屋町環境生活課に申込書がありますのでご

利用ください。なお、申込書には環境家計簿お試し版が付いています。また、申し込みの際に、
「ふくおかエコライフ応援book」をお渡しいたします。

●取組内容　「ふくおかエコライフ応援サイト」または「ふくおかエコライフ応援book」に電気使用量などを記入しなが
ら、家庭内で省エネルギー・省資源に取り組んで、その結果を提出していただきます。

　　　　　　※第１ステージから第３ステージのいずれかをお選びいただき、選択したステージの各項目について結
果を提出していただきます。

●参加賞等　取組結果を提出いただいた世帯には、県より抽選で参加賞や努力賞を進呈します。
●受付窓口　宗像・遠賀保健福祉環境事務所地域環境課　☎0940-36-2045
　　　　　　福岡県環境部環境政策課　☎092-643-3356
　　　　　　粕屋町環境生活課　☎092-938-2311
●お問合せ先　福岡県環境部環境政策課地球環境班　☎092-643-3356

～エコファミリーを募集します～（家庭からはじめる地球温暖化対策）

　工場の煙や自動車の排出ガスなどに含まれる窒素酸化物や炭化水素などが、
太陽の紫外線により化学反応を起こし、光化学オキシダントという有害な物質が
生成されます。この物質によるスモッグを「光化学スモッグ」といいます。
●人体への影響はあるのか？
　人によっては、目や喉が痛むなど健康被害が出ることがあります。
●注意報等発令時には、どうしたらいいのか？
　外出は控え、屋外での作業や運動はやめて家の中に入りましょう。また、自動車はなるべく使用を控えるようにご
協力ください。
　その後は、テレビやラジオ、町からの光化学オキシダント情報にご注意ください。
●健康被害が出たらどうしたらいいのか？
　水で眼を洗い、うがいを十分に行いましょう。それでも症状が回復しない時は、医師の診察を受けてください。ま
た、粕屋町環境生活課又は宗像・遠賀保健福祉環境事務所（☎0940-36-2045）へ連絡をお願いします。

　「第７回粕屋町バラまつり」は中止となりました。
　東日本大震災で被災された方々には、心からお見舞いを申し上げます。
　駕与丁公園内では、180種類・2,400株のたくさんのバラが観賞できますので、多数のご来園をお待
ちしております。
●問い合わせ　粕屋町環境生活課　☎（９３８）０１９８ （課直通）

５月15日（日）に予定していました
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講　習　内　容 講　　　師 場　　　所日　　時回

１
５月28日（土）
10：00～12：00

地域と共に子育て
家族相談士
山口紀美代先生

粕屋町
健康センター

日本赤十字社
福岡県支部

粕屋町立保育所
保育士

山口紀美代先生
子育て応援団
子ども未来課

日赤幼児安全法

住民福祉部健康づくり課
保健師

子どもの心と体の発達
子どもの安全

子どもの遊び

ファミサポ仲間の誕生です
ファミリー・サポートについて
交流会（14：00～16：00）

６月２日（木）
10：00～12：00

６月７日（火）
10：00～12：00

６月20日（月）
10：00～12：00

７月２日（土）
13：00～16：00
おねがい・まかせて共通

２

３

４

５

●申し込み・問い合わせ
　粕屋町ファミリー・サポート・センター事務局（子ども未来課）代表☎938－2311　内線434
　♪託児が必要な方は、申し込みの際にご相談ください

　粕屋町ファミリー・サポート・センターは地域において子育ての手助けをして欲しい人（お
ねがい会員）、子育てのお手伝いをしたい人（まかせて会員）が、育児の相互援助活動を行う
会員組織です。

♪こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。
　　　　　　　　○歯の治療や美容室に行きたいけど…
　　　　　　　　○仕事の都合で保育所や学童保育の送迎時間に間に合わない…
　　　　　　　　○最近少し育児に疲れ気味、リフレッシュタイムが欲しいな…　など
　平成23年３月までの会員数は、おねがい会員：245名、まかせて会員：37名、どっちも
会員（おねがい会員・まかせて会員を兼ねる人）：64名です。
発足４年目を迎え、会員相互の温かな思いに包まれながら、支援活動の輪がますます広がっ
ています。

＊子どもの笑顔が大好きな方や、託児に興味がある方は受講してみませんか。
　講習会はどの回も楽しく、子育て支援に役立つ内容になっていますので、ぜひご参加くだ
さい。

※まかせて会員及び、どっちも会員をご希望の方は５回すべて受講して下さい。
※おねがい会員のみの方は、全講習会のうち１回～２回と交流会を受講して下さい。

♪受講希望の方は、平成23年５月９日（月）～20日（金）までに事務局へ
お申込みください。　（定員に余裕がある場合には、締め切り後でも申込み
いただけます。）

♪♪♪粕屋町ファミリー・サポート・センター　
　　　平成23年度［前期］講習会が始まります♪♪♪

ファミリー・サポート講習会日程（都合により日程・内容の変更があります）
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参加してみませんか。

　５～６歳という年齢は、子どもたちが心身ともに一段と成長する時期です。
　粕屋町では、この大切な時期に『子どもたちが毎日いきいきと楽しく過ごせるように』と、「年長
児きこえとことばの相談会」を行っています。
　きこえやことばに限らず、発達全般の相談もお受けしています。この機会にお子さんの発達の
特徴を確認していただき、今後の育児や発達支援に少しでも役立てていただければと思います。

●対象者
　平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれの幼児
●内容
①年長児検査
　　１グループあたり４～５名ずつで行います。お友達と一緒に聴力検査に参加したり、クイズ
に答えたりと、たのしく参加できるようにしています。
②保護者面談
　保護者と相談会担当者にて別日に実施します。

● 日程

※ 該当校区の日時にご参加できない場合は、相談に応じます。

◇10園（町立４幼稚園、町立３保育所、大川保育園、粕屋わかば保育園、ヴィラのぞみ愛児園）の
在園児については、各園から５月下旬に案内及び申し込み用紙を配布します。必要事項を記入
のうえ、在籍園へ申し込み用紙を提出してください。詳細は園から配布された案内プリントで
ご確認ください。
◇上記10園以外のお子さんについては、6/10（金）までに
　下記の連絡先に電話でお申し込みください。

●申し込み・問い合わせ先
　　粕屋町健康センター　母子保健係

　　☎（938）0258（課直通）
　　受付時間　午前9時～午後5時

中央小・西小校区

日　　　時 場所

６/22（水）

６/24（金）

６/27（月）

６/28（火）

① ９:00～
②10:00～
（１グループ１時間程度）

 ８:40～12:00
15:00～17:00
（１人20～30分程度）

年
長
児
検
査

粕
屋
町　

健
康
セ
ン
タ
ー

保
護
者
面
談

仲原小・大川小校区

日　　　時 場所

７/ ４（月）

７/ ５（火）

７/13（水）

７/14（木）

① ９:00～
②10:00～
（１グループ１時間程度）

 ８:40～12:00
15:00～17:00
（１人20～30分程度）

年
長
児
検
査

粕
屋
町　

健
康
セ
ン
タ
ー

保
護
者
面
談
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対象者

利用者負担

利用者負担

対象者

対象者

対象者

対象者

対象者

主な事業

在宅高齢者支援サービス（概要）

在宅の高齢者などの世帯
に対し、介護予防のため
自宅での転倒防止などを
目的に、住宅改修費の一
部を補助します。

介護保険要介護認定を受
けていない65歳以上の
高齢者がいる住民税非課
税世帯

・改修に要した額の８割
・補助限度額 100,000円
・事前に申請必要

はり・きゅう治療を受け
た場合、施術費の一部を
補助します。

65歳以上の人
１回  1,600円の補助
（年間 30回）

※お問い合わせ、お申
込みは総合窓口課国保
年金係へ。 （内線419）

施設などに入所、入院中
の高齢者などに対し、在
宅介護に向けて一時帰宅
するための、特殊寝台レン
タル料の一部を補助しま
す。

介護保険要介護認定を受
けている者
・１回のみ／年度
・レンタル料の5割の額
  又は限度額（5,000円）
  のいずれか低い額

福祉センターにおいて高
齢者の集う場を設け、健
康器具などの充実を図っ
ています。なお、福祉セン
ターにおいでになるとき
は、福祉バスをご利用くだ
さい。

※問い合わせは
　粕屋町社会福祉協議会
　☎９３８－６８４４

・心配ごと相談
・ボランティア相談支援
・車椅子の無料貸出し
・各種シルバー教室など

在宅で要介護認定者を介
護する家族の精神的・身
体的負担を軽減すること
を目的に、介護者相互の
交流を図り、健康講座や
介護情報により介護者が
リフレッシュできる時間
を提供します。

介護保険要介護（要支援）
認定者を介護している介
護者及びその家族

在宅の要援護高齢者など
に配慮した住宅に改造す
る場合、改造費用の一部
を助成します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険の「住宅改修費」
の助成金額（200,000円）
を上回った人
・住民税及び前年度所得税
非課税世帯
　
・改修に要した額の８割
・補助限度額 300,000円
・事前に申請必要

障がい者など日常生活
用具給付事業の住宅改
修の助成金額（200,000円）
を上回った人も対象に
なります。

急病や災害などの緊急時に
迅速適切な対応ができるよ
うに、一人暮らし高齢者で常
時見守りが必要な方に緊急
通報装置を設置します。
　

・65歳以上の一人暮らし虚
弱高齢者で、見守りを行う
者がいない方

・携帯電話などの通信手段
で緊急通報を行うことが
困難な方

　
・住民税課税者は装置設置
費用の半額負担

・住民税非課税者はなし

一人暮らしの重度身
体障がい者なども対
象になります。

65歳以上の、寝たきりや
認知症高齢者の家庭を理
美容師が訪問し、理髪サ
ービスを行います。
  

一部負担があります。

障がい(児)者なども
対象になります。

●地域包括支援センターとは？

介護や健康について・財産管理や虐待についてなど
地域の高齢者が住み慣れたまちで安心して暮らしていけるように支える総合的な窓口です。

相談を関係機関と連携して総合的に支援します。

訪問理髪サービス 粕屋町すみよか事業
（住宅改造）

在宅介護者
交流事業

特殊寝台
レンタル料補助

緊急通報装置
生活支援

住宅改修費補助
はり・きゅう費
補助

福祉センター
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対象者

対象者

利用者負担

対象者

対象者

対象者

利用者負担

利用者負担

対象者

対象者 対象者

福祉用具など

開催場所

平成23年度  粕 屋 町

【問い合わせ】

地域の公民館などにおいて、
仲間といっしょに楽しく「粕
屋転ばん体操」などを定期
的に行い、午後は、レクリ
エーションやゲームをし、
介護予防に取り組みます。

65歳以上の比較的元気な
方で、ご自分で来所可能な
人 

調理をすることが困難な
高齢者などに対して自宅
に配食サービスを行い、
利用者の安否確認を行い
ます。下記の４業者に委託
しています。 
・緑の里 
・老人給食センター 
・がやがや給食サービス 
・宅配クック ワン・ツー・
  スリー

65歳以上の、虚弱及び心
身の障害並びに疾病など
により調理困難な高齢者
のみの世帯など

１食330円又は400円  

在宅の要介護高齢者など
を常時介護している介護
者の労をねぎらうために
支給します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険要介護認定で
要介護４、５と判定され
た高齢者などの同居介
護者

・介護対象期間を連続す
る４か月間とし、その２
分の１以上を在宅で介
護している人

年度間に３回まで申請でき
ます。(1回 50,000円）

寝具の衛生管理が困難な
在宅高齢者などに、洗濯
や乾燥消毒のサービスを
年２回行います。

介護保険要介護認定で要
介護４、５と判定された
高齢者など

なし

介護保険制度の対象にな
っていない福祉用具の、
購入費の一部を補助しま
す。 （１回のみ／年度）

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者など

・購入金額の８割
・補助限度額 10,000円

○エプロン・防水シーツ・
リハビリシューズ・肌着・
介護寝間着・失禁パンツ
(紙不可)・おむつカバー・
その他福祉用具と認めら
れるもの

補聴器の購入費の一部を
補助します。

65歳以上の方で、住民税
非課税世帯であること。
(再申請は、前回の購入日
から３年経過後に購入し
た補聴器であること）
 
・購入金額の8割
・補助限度額  50,000円

障がい者なども対象
になります。

日常生活に何らかの不安
がある高齢者などにホー
ムへルパーを派遣し、在
宅生活を支援します。家事
援助を中心に、自立にむ
けての手助けを行います。

おおむね65歳以上の虚
弱高齢者のみの世帯で、
介護保険法による非該当
者など

一部負担があります。

障がい者・難病患者
などにも同様の事業
があります。

寝たきりや認知症の高齢
者などで、在宅生活にお
いて常時おむつを必要と
する人。

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者などで
住民税非課税者に紙おむ
つを現物支給します。

・補助限度額
世帯に住民税課税者が他に
いる場合　 3,000円／月

住民税非課税世帯など
6,000円／月

障がい(児)者などにも
同様の事業があります。

重度障がい者なども
対象になります。

介護福祉課　☎９３８－0229（課直通）　粕屋町役場　☎９３８－２３１１（代表）
高齢者支援係地域包括支援センター（内線553・554・555）、 障がい者福祉係（内線558・559）

ゆうゆうサロン

月
上大隈、乙仲原西、柚須、
甲仲原

火 内橋３、江辻山会館、戸原、
サンライフ

木 花ヶ浦、乙仲原東、
長者原下、阿恵

金 福祉センター、長者原中、
江辻、内橋１

水 原町、若宮、長戸、大隈

食の自立支援サービス
（配食サービス）

高齢者ホームヘルプ
サービス事業 補聴器購入補助

在宅介護者
ねぎらい手当

福祉用具購入補助
（介護保険外） 紙おむつ給付

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

（各区公民館）
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「震災被災地に向けて出発する緊急消防援助隊」
 14日午後1時30分中部消防署にて

被災地での救出（捜索）活動の様子

国
内
観
測
史
上
最
大
の
Ｍ
9.0
の

大
地
震
が
発
生
！

粕
屋
南
部
消
防
組
合
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣
す
る
!!

　

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
頃
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

福
岡
県
は
14
日
、
総
務
省
消
防
庁

長
官
の
応
援
要
請
を
受
け
、
震
災
被

災
者
の
支
援
の
た
め「
緊
急
消
防
援

助
隊
福
岡
県
隊
」
と
し
て
福
岡
県
内

22
消
防
本
部
の
救
助
隊
や
救
急
隊
、

消
火
隊
な
ど
46
隊
１
５
５
名
が
第
１

次
派
遣
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
消
防
組
合
か
ら
も
、
救
助
隊
員

６
名
及
び
救
急
隊
員
３
名
の
計
９
名

と
派
遣
車
両
と
し
て
救
助
工
作
車
１

台
、
救
急
車
１
台
及

び
支
援
車
１
台
の
計

３
台
が
被
災
地
へ
緊

急
消
防
援
助
隊
と
し

て
派
遣
出
場
し
ま
し

た
。

　

震
災
被
災
地
で
の

活
動
と
し
て
、
大
津

波
に
襲
わ
れ
行
方
不

明
者
が
８
０
０
人
以

上
い
る
宮
城
県
山
元

町
に
派
遣
さ
れ
、
海

岸
か
ら
１
〜
３
キ
ロ

は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
の

「
想
像
を
超
え
た
惨

状
」
で
、
余
震
が
続
く
厳
し
い
状
況

の
中
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
派
遣
隊
員
は
３
日
間
の
捜

索
活
動
を
終
え
、
３
月
21
日（
月
）
午

後
９
時
08
分
無
事
帰
隊
し
ま
し
た
。

●
日
時
　
６
月
23
日（
木
）・
24
日

（
金
）
の
２
日
間

　

１
日
目
＝
午
前
８
時
50
分
か
ら
午

後
５
時　

　

２
日
目
＝
午
前
８
時
50
分
か
ら
午

後
１
時

　

※
両
日
と
も
午
前
８
時
20
分
受
付

●
会
場　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部　

４
階　

研
修
室（
糟
屋
郡

志
免
町
大
字
田
富
１
７
０
）

●
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

●
申
込
期
間
　
５
月
23
日（
月
）
〜
６

月
16
日（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時（
土
・
日
を
除
く
）

　

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
60
名
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
の
一
部
を
免
除
で
き
る

者

　
　

次
の
方
は「
防
火
管
理
の
意
義

及
び
制
度（
２
時
間
）」
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
の

課
程
を
修
了
し
、
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者

　

②
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
課
程
を

修
了
し
て
い
る
者

※
免
除
す
る
方
は
、
初
日
の
講
習
時

間
が
午
前
11
時
〜
と
な
り
ま

す
。

●
申
込
方
法　

講
習
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
受
講
料
及
び

写
真
１
枚
を
添
え
て
粕
屋
南
部
消

防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ

た
正
面
、
無
帽
、
無
背
景
の
上
半

身
像
で
、
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。（
縦
3
㎝
・
横
2.5

㎝
）

※
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
予
防
課
指

導
係
、
南
部
消
防
署
及
び
中
部
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。）

※
申
込
の
際
、
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
運
転
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
提
示

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
講
習
科
目
の
一
部
を
免
除
さ
れ
る

方
は
、
修
了
証
な
ど
の
写
し
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

予
防
課
指
導
係
（
志
免
町
大
字
田

富
１
７
０　

☎（
９
３
５
）
６
３

８
９
）　

　

南
部
消
防
署
（
志
免
町
大
字
田
富

１
７
０　

☎（
９
３
５
）
５
１
１

１
）

　

中
部
消
防
署
（
粕
屋
町
大
字
上
大

隈
55

－

１　

☎（
９
３
８
）
３
２

１
６
）

粕
屋
南
部
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

h
ttp
://w

w
w
.ka
su
ya
n
a
n
b
u
-

sh
o
b
o
.jp
/

平
成
23
年
度
第
１
回

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
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住宅用火災警報器の設置効果
　福岡県内では、新築住宅は平成18年６月１日から、既存住宅については平成21年６月１日から住宅用
火災警報器（以下、住警器という。）の設置が義務化されています。
　粕屋南部消防組合管内における住警器の普及率は、61.0%（平成22年中調査による推計）となっています。

　平成19年から平成22年までの４年間における失火を原因とした住宅火災71件について、住警器の設置
による被害減少の効果を分析しました。
　その結果、死者数、焼損床面積、損害額でみ
ると、住警器が設置されている場合は、設置さ
れていない場合に比べ、被害状況が大きく減少
しており、火災発生時の死亡リスクや損失の拡
大リスクが減少していることがわかります。
　これから住警器の普及が進むことで、更なる
住宅火災による死者数の減少が期待されます。

※　住宅火災のうち原因経過が「放火」又は「放火の疑い」であるものを除く件数を「失火を原因とした住宅火災」の件数としている。
※　「死者」とは、火災現場において火災に直接起因して死亡した者であり、火災により負傷した後48時間以内に死亡した者を含む。
※　死者の発生した経過が「殺人・自損」（放火自殺、放火自殺の巻添者、放火殺人の犠牲者）である者を除く。

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

電
話
相
談

被
災
者
緊
急
就
職

相
談
窓
口

　

土
地
や
建
物
の
問
題
、
借
地
借
家
、

住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
、
労
働
問
題
、

そ
の
他
生
活
全
般
に
関
す
る
法
律
問

題
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

後
２
時
〜
午
後
６
時（
祝
日
を
除

く
）

※
た
だ
し
、
５
月
末
日
ま
で
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
も
実
施
し
ま
す
。

●
方
法　

電
話
相
談（
無
料
）

　

相
談
電
話
番
号
☎
０
１
２
０（
０
７

７
）９
１
９　

　

主
催　

福
岡
県
司
法
書
士
会

※
福
岡
県
内
に
一
時
避
難
さ
れ
て
い

る
お
知
り
合
い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
こ
の
情
報
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

　

水
道
メ
ー

タ
ー
器
の
有
効

期
間（
８
年
間
）

が
満
了
す
る
前

に
、
町
が
委
託

し
た
左
記
指
定

工
事
業
者
に
て
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
は
、
町
内
全
域
で
φ
20
㎜
以

上
を
ご
使
用
の
交
換
対
象
お
宅
の

メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

　

㈲
前
田
設
備
工
業

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

　

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

　

㈱
倉
田　

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

　

松
山
工
業
㈱☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

０
２
３
９（
課
直
通
）
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

福
岡
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
を
対
象
と
し
た
被
災
者
緊
急

就
職
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
相
談
窓
口　

☎（
６
４
３
）３
５
９

２　

FAX（
６
４
３
）３
５
８
８（
福

岡
県
福
祉
労
働
部
労
働
政
策
課

内
）

●
対
象
者　

東
日
本
大
震
災
の
被
災

　

者
●
相
談
内
容　

雇
用
保
険
制
度
の
紹

介
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
誘
導
、

年
代
別
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障

害
者
向
け
の
就
職
支
援
窓
口
紹
介
、

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
紹
介

な
ど

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
45
分（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
も
受
付
け
ま
す
。）

●
そ
の
他　

福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http
://w
w
w
.p
re
f.fukuo

ka.lg
.

jp
/a
0
1
/s
a
ig
a
i-s
yu
s
yo
k
u
-

shie
n.htm

l

※

福
岡
県
内
に
一
時
避
難
さ
れ
て
い

る
お
知
り
合
い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
こ
の
情
報
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
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※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。教室案内 軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

粕屋町総合体育館（かすやドーム）粕屋町駕与丁3-2-1

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome－sc.jp
※月曜日は休館日となっています。
※祝日営業日は、教室はすべて休講となります。

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～２０：３０

営
業
時
間

　…休館日　その他は全て開館
…祝日　営業日（教室は休み）

日 月 火 水 木 金 土

２

9

16

23

30

６

13

20

27

７

14

21

28

１

８

15

22

29

３

10

17

24

31

５

12

19

26

４

11

18

25

親子シリーズ企画　第１弾親子シリーズ企画　第１弾

こどもスポーツ(対象：小学生)こどもスポーツ(対象：小学生)

平成23年度 ６月から第2期がスタートする
教室の申込開始日のご案内

平成23年度 ６月から第2期がスタートする
教室の申込開始日のご案内

日　時：5月21日(土)　　9:45～10:45
場　所：かすやドーム　サブアリーナ
対　象：幼稚園年中組～小学2年生
料　金：1組/1,000円(1組＝大人1名，こども2名まで)
定　員：15組
持ってくるもの：体育館シューズ、運動できる服装、飲み物など

５月のかすやドーム開館日

・体育館及び武道場、
　トレーニング室
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～

・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児

体育館(アリーナ)教室

◎ 親子でかけっこ教室 ◎

★施設利用料（２時間） ◎体育館は、
　予約利用・当日利用ができます。
バドミントン・卓球・ソフトバレー・バスケット・フットサル・柔道・
剣道など
・『予約方法』  
　体育館受付にて利用申請書記入＋利用料金をお支払ください。
　アリーナ・武道場の利用時間は2時間からになります。
　予約は利用前日までにお願いします。
　※電話・インターネットでのご予約は承っておりません。
・当日に空きがあれば予約されてなくてもご利用できます。
　※必ずご利用前に電話にて施設の 空き状況をご確認ください。

上手に走れるコツをご家族で遊びながら学びませんか。
かけっこのスタートや腕の振り方・足の運び方を楽しく練習し
ます。

・施設利用料のみ　(一般:300円/65歳以上:150円)
　〇みんなでピンポン　　　　・・・水･木･金曜14:00～(90分)
　○みんなでシャフルボード　・・・火曜11:30～(60分)

◎テニス教室　《第２期》 １クール８回 定員各10名
　・大人テニス…水・10:30～、
　　　　　　　　木・10:30～、13:30～、  19:30～
　　※初級クラス(90分)
　・こどもテニス…水・木①17:00～、②18:10～
　　※小学生対象(60分)①低学年向け　②高学年向け
　・幼児テニス…木・16:00～
　　※幼稚園年中組～年長組対象(50分)
　料金：大人/10,000円、こども・幼児/8,000円
　申込開始日：【新規】５月29日(日) 13:00～

　・大人はじめてクラス《6月》※月単位でのお申込になります。
　　水曜(昼12:15～60分)クラス
　　木曜(昼12:15～60分)・(夜21:00～50分)クラス
　料金：3,000円/4回
　申込開始日：水曜クラス ５月18日(水) 13:00～
　　　　　　　木曜クラス ５月19日(木) 13:00～

◎こども100円スポーツ(火・水・金曜実施）17：00～18：00
　1回100円で参加できるスポーツ教室です。
　火曜…女子（全学年）が対象
　水曜…全学年（男女）が対象
　金曜…１年生が対象

◎ステージ制(月会費制)
　実施種目：バレーボール・フットサル・ハンドボール

◎ブラジリアン柔術(月会費制)
　　　日時：毎週金曜　17：30～18：50　　場所：武道場
※学年等で制限のあるクラスがあります。詳しくはお問合せください。

※ご利用の際、体育館シューズ・運動できる服装が必要です。

あつま
れ～ッ

小学生あつま
れ～ッ

小学生

(対象は高校生以上）

プールアリーナ

プールでは遊泳コース・自由遊泳コース・歩行コースにわかれて
おり、幼児プール(水深60㎝)・ジェットプール・採暖室もあります。
また、シェイプアップアクア【水・金】13：30～(40分)などさまざ
まなレッスンも開催しております。お気軽にご参加ください。

※ご利用の際は水着・スイミングキャップが必要です。
※幼児～小学2年までのお子様は保護者同伴でお願いします。
　  幼児(2歳以上で完全にオムツがとれているお子様)

（25ｍ×７レーン）

【温水プールなのでいつでも快適に泳げます】

トレーニング室
　当施設のトレーニング室を初めてご利用される方は、
まずトレーニング室講習会の受講をお願いしています。

（ご利用は高校生以上）

【講習会実施時間】
　平　日　①11：00　②13：00　③15：00　④20：00
　土日祝　①11：00　②13：00　③15：00　④17：00
 【講習会料金】 ： 施設利用料＋200円(講習会受講券)
　※開始10分前までに体育館受付まで
　　体育館シューズ・トレーニングウエアが必要になります。

スタジオ(軽体操室)
☆スタジオ(軽体操室)でのレッスンがいつでも
　簡単に受講できます。

（ご利用は高校生以上）

※受講を希望される教室の開始時間15分前に体育館受付で
　　登録用紙に記入し、券売機でチケットをお求めください。

参
加
方
法

☎092（939）5130
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健康づくりはスポーツから
私たちが応援します。

粕屋町体育指導委員会　広報部  No.35

■問い合わせ　粕屋町教育委員会 社会教育課　☎(938)1410・FAX(938)5601

生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも

平成23年度の 社 会 体 育 イ ベ ン ト 情 報

６／  ５（日）
６／26（日）
８／  ７（日）
10／  ２（日）
10／ 16（日）
11／ 13（日）
11／ 27（日）
２／  ５（日）
３／  ４（日）

町民ソフトバレーボール大会・町民卓球大会
体力テスト
小学生女子フットベースボール大会
町民運動会
小学生ソフトボール大会
歩け歩け運動大会
粕屋町小・中学生軽スポーツ大会
体力テスト
粕屋町軽スポーツ大会

健康づくりはスポーツから！
みなさん

奮ってご参加ください。

　いよいよ新年度がスタートいたしました。
　私たち体育指導委員は、町民の皆さんのお役
に立てるよう、男女各６名の計12名で本年度
も活動して参りますので宜しくお願い申しあげ
ます。
　私たちは、町民の皆さんに年齢を問わず健康
でいつまでもスポーツを楽しんでいただけるよ
う、体力テストの実施や軽スポーツの普及に努
めて参ります。
　私たちが企画・主管する社会体育行事に、よ
り多くの皆さんが参加してくださることを切に
願っております。

　“現代人の宿命の苦痛”と言われている腰痛。
腰痛の原因は“筋肉疲労”、“内臓の不調”、“ス
トレス”等があります。
　腰痛を緩和するためには、万能のツボといわ
れている湧泉と、内蔵を
支配する腎臓などの足裏
の中心に位置するゾーン
を刺激しましょう。
かかとにある坐骨も併せ
て揉むと効果的です。

腰痛に効果的な“つぼ”

健康づくりパート６

体育指導委員会からのごあいさつ

３月６日（日）第４回粕屋町軽スポーツ大会が「か
すやドーム」で開催されました。
　大会は「シャフルボード」と「スカットボール」
の誰でも気軽にできる２種目を行い、小学生から
高齢者まで39チームの参加がありました。
　試合は和気あいあいの雰囲気の中、また、時に
は自分のチームに得点が入ると選手と応援の方々
がいっしょになって大きな歓声を上げていました。
　結果は、次のとおりです。

　　　●シャフルボードの部
　　　　優　勝　ムトウですけどチーム
　　　　準優勝　連チーム

　　　●スカットボールの部
　　　　優　勝　とちおとめチーム
　　　　準優勝　若翔連Cチーム

第４回粕屋町軽スポーツ大会
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10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

■PC版
http://libkasuya.jp/
■携帯版
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=tp

　緑のさわやかな季節になりました。
鞄に小さな詩集を入れて、外へ出かけてみませんか。

本の紹介本の紹介

★今月のおはなし会★

あかちゃん向け（第３金曜日）
　５月20日　11：00～・11：30～
　　　　　　　　　　　　　　　（二部制です）
ちいさい子向け（第２・４金曜日）
　５月13日・27日　11：00～・11：30～
　　　　　　　　　　　　　　　（二部制です）
おおきい子向け（毎週土曜日）
　５月14日・21日・28日　11：00～
小学生向け（第３日曜日）
　５月15日　15：00～
　　　

講師：木村　辰也
場所：粕屋フォーラム　2階視聴覚室
定員：50名
※申し込み不要・入場無料です。お気軽にご参加ください。

『くじけないで』
柴田　トヨ／飛鳥新社

　「人生いつだってこれから 朝は
かならずやってくる」産経新聞「朝
の詩」で注目を集める90歳を過ぎ
て詩を書き始めた98歳の詩人柴田
トヨさん、初の処女作品集。

『すてきなひとりぼっち』
谷川　俊太郎／童話屋

　表題作「すてきなひとりぼっち」
や「シャガールと木の葉」「朝のリ
レー」「じゃあね」など、1960年
～2007年までの数千にもなる詩作
の中から選りすぐった作品集。

『美しい町・上』
金子みすゞ／JULA出版局

　みすゞの三冊の遺稿手帳『美し
い町』『空のかあさま』『さみしい
王女』を底本として、それぞれ全六
冊にまとめた作品集。手帳に書かれ
たすべての作品を例外なく収録。

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

館内整理日

振替休館日

おはなし会

おはなし会

おはなし会

振替休館日

おはなし会・上映会

おはなし会

おはなし会

日 火月 木水 金 土

５ が つ は、休館日です。

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

４

11

18

25

５

12

19

26

７

14

21

28

６

13

20

27

『嵐を呼ぶ男』

　石原裕次郎を一躍国民的スターにした大ヒッ
ト作。美しい兄弟愛を中心に裕次郎が唄って暴
れてぐっと泣かせる。笈田敏夫と演ずるドラム
合戦は見る人を魅了する、スケールが大きい充
実した娯楽大作。

1958年　日本映画　100分

日時：5月14日（土）　14：00～

場所：粕屋フォーラム２階視聴覚室

監督：井上　梅次

出演：石原　裕次郎　　北原　三枝

雑学セミナーのお知らせ
５月15日（日）14:00～15:30

『私の文学散歩』

粕屋町立図書館　☎939－4646

おはなし会

振替休館日

おはなし会

☆

☆

場　所：図書館おはなしのへや

図書館からのお願い
　図書館の資料は、たくさんの方に永くご利用いただ
きたいと思っております。傷まないよう、大切にお取り
扱いください。また、AV資料は壊れやすいので、ちい
さいお子様だけでのご利用はご遠慮ください。

図書館からのお知らせ
　蔵書管理システムの変更に伴い、図書貸出カードを
新しいものに切り替えます。つきましては新しいカード
への取り替えをさせていただきますので、お手数です
が、前のカードと、住所が確認できるものを、ご本人様
にてお持ちください。
　なお、前のカードをお持ちでない場合、カード代（200円）
　が必要になりますので、ご注意ください。

ホームページアドレスが変わりました！


